











Federations of Social Workers：IFSW）、国際ソーシ
ャルワーク教育学校連盟（International Associations 
of Schools of Social Work：IASSW）、国際社会福














social and economic equality: Responses from social 







ワークの対応（Social and gendered impacts of 




































済的イニシアティブの促進（Fostering social and 


















ダーの視座（Strong communities, strong futures: 










































写真１　 会場内の様子（Melbourne Convention & 































































































1. Strengthening social and cultural wellbeing 257 118
2. Addressing health inequalities and disadvantages 98 40
3. Educating for change, human rights and equality 197 93
4. Fostering social and economic initiatives 61 22
5. Creating sustainable and safe physical environments 37 10
6. Sustainable and ethical use of technology 20 11
 HuslTa 16 ‒
 French speaking session 11 ‒
 Spanish speaking session 27 ‒
 Mandarin speaking session 9 ‒
Total 733 294
　 写真５　 Mental Illness Fellowship受付横の壁面
（2014.7.9）







グラムの一つである、Jessie St.の “Uniting Care 
ReGen” の訪問および視察に参加した（写真６）。

































分のスペースがMind and Body Gallery
（2014.7.12）
写真８　 メルボルン博物館内のMind Galleryの展示物
（2014.7.12）
写真９　 メルボルン博物館内のMind Galleryの展示物
（2014.7.12）
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室のドア、拘束衣、薬瓶などが丁寧な解説ととも
に展示・保存されていた。会場は多くの家族や子
どもたちでにぎわっており、熱心に精神医療史の
展示物に見入る若者の姿もあった。
　展示物の中には、前述したMental Illness Fellow-
shipが提供元のものが多数あった。同組織が精神
疾患に対する市民の理解を求める活動の一環とし
て公的な博物館に展示物を提供していたこと、そ
れらを受けいれ展示する博物館があることに感激
した。日本では、精神医療の歴史的な事物をこの
ような形で展示する場はなく、保存状態は劣悪で
消失しつつあるものがおおい。これほど大々的に
展示して多くの人が関心をもって集まってくる場
があることに勇気を得ることができた。
おわりに
　「ソーシャルワーク、教育および社会開発に関
する合同世界会議」にて多くの学びを得ることが
できた。子ども、女性、障害のある人、高齢者、
労働者、少数民族、貧困、格差、差別、偏見、暴
力、虐待、搾取、災害被害、人権、平和、社会、
教育、雇用、政策、経済など多くのキーワードを
挙げることができる。それを受けて、平等・不平
等、公平・不公平、社会正義についてどう考える
か、世界で起こっている現状をいかに分析してい
くか、排他主義にならずに自己満足でもなく、当
事者の尊厳と人権を擁護する活動をいかに展開で
きるか等、山積する課題は多いと実感する。
　IFSW、IASSW、ICSWはグローバル・アジェ
ンダを設定している。2012年から2013年は「社
会的・経済的平等の促進」であり、同会議におい
て報告書が配布された（写真10）。次なる課題は、
「（さまざまな地域で生活をする）人々の尊厳と価
値を促進する（2014‒2015年）」、「環境の持続可
能性に向けて活動する（2015‒2016年）」、「人間
関係の重要性を認識し強化する（2016‒2017年）」
である。次回の国際会議は2016年６月27日から
30日にかけて韓国で開催される予定である。そ
の時には日本からも多くの実践家・研究者が参加
することであろう。グローバル・アジェンダを見
据えながら、日本において地道に実践を重ね、分
析し、世界発信をすることが求められる。まずは
自らの足元を見つめなおそう。
注
１） 「ソーシャルワークは、社会変革と社会開発、社会的
結束および人々のエンパワメントと解放を促進する、実
践に基づいた専門職であり学問である。社会正義、人
権、集団的責任および多様性尊重の諸原理は、ソーシャ
ルワークの中核をなす。ソーシャルワークの理論、社会
科学、人文学、および地域・民族固有の知を基盤とし
て、ソーシャルワークは生活課題に取り組みウェルビー
イングを高めるようさまざまな構造に働きかける。」
２） 社会福祉専門職団体協議会国際委員会はグローバル定
義の10のポイントとして、①ソーシャルワークの多様
性と統一性、②「先進国」の外からの声の反映、③集団
的責任の原理、④マクロレベル［政治］の重視、⑤当事
者の力、⑥「ソーシャルワークの専門職」の定義、⑦ソ
ーシャルワークは学問である、⑧知識ベースの幅広さと
当事者関与、⑨（自然）環境、「持続可能な発展」、⑩社
会的結束・安定、を挙げている。写真10　 グローバルアジェンダの報告書2014年版
